
《イントロダクション編》
アセスメントであなたの強みを見える化！
才能を開花させるヒントが盛りだくさん！

さあ 自分の才能に気づこう！



１ まえがき いま求められる人材とは？

２ アセスメントが目指すもの

３ アセスメントの特徴とは？

４ アセスメントの３つの演習

５ 演習プログラムでは何をするの？

６ 演習プログラムはこんな流れ

７ 日間研修プログラム

８ 【開発型】として活用しよう

９ 私どもの【開発型】プログラムの特徴は？

自己理解を重要視①自分を客観的に観る

私どもの【開発型】プログラムの特徴は？

自己理解を重要視②丁寧なフィードバック

私どもの【開発型】プログラムの特徴は？

【 アセスメント】はこう進める

フィードバック・レポート



『不透明な時代』 だからこそ
自ら゛途“を切り開く 『コア人財』 の必要性が
ますます高まっています

昔の

今の

コア人財とは

・自分の知識や技術を常に成長させようとする

・自分の価値観に照らして会社のビジョンを共有する

・仲間と連帯して自発的・主体的に職務を遂行する

・自律的意志をもって行動し、最後まで成果を追及する

理想理想を掲げ
日々の日々の日々の日々のセルフチェックセルフチェックを
怠らず・・・

自ら自ら より高みを目指す
行動がとれる



アセスメントは人材開発の手法のひとつとして活用され、「コア人財」すなわちマネジャー候
補となる人に対して実施されることが多く見られます。
アセスメントが目指すものは、受講者ご自身ががががが得意とするマネジメント能力と苦手とするマ
ネジメント能力能力能力について正確に理解することです。そして、その理解に基づき、これからどの
ような能力を開発していけばよいのか、ポイントや注意点は何か、を探ることにつなげます

「環境アセスメント」という言葉をご存じでしょうか。

これは土地などの開発計画策定にあたり、前もって「自然環境への影響」など

を多角的に評価するしくみのことを言います。

ヒューマンアセスメントは、主にアメリカ等で開発され活用されてきました。

アメリカで一般に用いられていた技法を日本に輸入し、日本に合う形にアレン

ジされ、日本独自の運用方法で今日定着したと言われています。

人へのアセスメントも環境アセスメントと同様に、多様なシミュレーションを

通じて、その人物の言動の特徴や傾向、強み・弱みを鮮明に浮かび上がらせて

いくしくみとなっています。

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

能力を

明確化

価値観・
態度の
変容

開発計

画の

具体化

新たな
活動へ
踏み出す

強み・

弱みの

把握

アセス
メント



アセスメント研修のプログラムは、次のような特徴があります。

体験型学習体験型学習 知識を付与するための研修とは異なり、演習を通じて自身の
マネジメント能力を明確化するを明確化するを明確化する体験型学習方式体験型学習方式体験型学習方式を取ります。

フィードバックフィードバック アセスメントの講師による具体的な見解をによる具体的な見解を「フィードバック・レポ
ート」ート」ート」として受講者の方々へお届けします。

シミュレーション 実際の仕事の場を想定実際の仕事の場を想定したシミュレーションによる演習を行いま
す。臨場感ある演習は受講者の参画意識を自然と高めます。

お手本から学ぶ 録画を使った振り返り学習振り返り学習を通じ、評価が高かった人の行動ス
タイルを参照して、成功確率の高い言動をじかに学べます。

◇アセスメント研修では何をみる？

リリーーダダーーシシッッププ
のの領領域域

ココミミュュニニケケーーシショョンン
のの領領域域

業業務務管管理理
のの領領域域

問問題題解解決決
のの領領域域

個個人人特特性性のの領領域域

これら５つの
領域を診断の
対象とします

知識を付与するための研修とは異なり、演習を通じて自身の



４

それぞれの演習では、
右にあげた能力要素に
基づき、受講者のマネジ
メント能力を診断してい
きます。
※能力要素は、通常 ～

能力が使われます。

案件処理
演 習
（ ）

問題解決討議
演 習

（ ）

指導面談
演 習
（ ）

●問題解決に向け様々な情報を収集し、分析します
●職場の問題点から解決すべき課題を設定します
●意思決定事項を関係者へ効果的に指示・伝達します

※※※ ：

●部下との信頼関係、コミュニケーション関係を構築します
●部下が抱える問題点を具体的に把握します
●部下を動機づけ、行動改善をうながします

※※※ ：

●受講者の意見を集約して公平な意思決定につなげます
●受講者のモチベーションを高めるリーダーシップを発揮します
●皆が納得できる決定に至るまで影響力を保ちます

※※※ ：

演習ではこのようなことを行って頂きます

・リーダーシップ ・口頭コミュニケーション力 ・問題分析力
・交渉説得力 ・文書コミュニケーション力 ・判断力
・感受性 ・傾聴力 ・発想力
・柔軟性 ・安定性 ・計画組織力
・自律性 ・目的志向性 ・マネジメント
・活力 ・決断力 コントロール
・イニシアチブ ・事実関係把握力



５

アセスメントの つの演習 、 、 では、次のような「問い」が用意されます

「突然、課長の代行を務めなければならなくなった」という緊急事態を想定し、ただちに決
断を迫られる喫緊の課題に解答していきます。筆記演習です。

最近悩んでいるようで、マイナス発言が増えた・・・など、問題を抱えた部下と面談します。
部下は、上司が回答に窮するような問い掛けを予め用意して場に臨み
最近悩んでいるようで、マイナス発言が増えた・・・など、問題を抱えた部下と面談します。

回答に窮するような問い掛けを予め用意して場に臨み回答に窮するような問い掛けを予め用意して場に臨みます。ます。ます。

「新規事業のチーフの選抜」「新商品開発」などのテーマについてグループで作戦を練りま
す。皆が納得する結論を得られるかが問われます。
「新規事業のチーフの選抜」「新商品開発」などのテーマについてグループで作戦を練りま

われます。われます。

職場で実際に起こり得る問題
を想定した

「シミュレーション課題」

◆盛りだくさんのメニューで
効果的な設問構成

◆非常事態◆問題発生・・・
緊迫したシチュエーションも

◆期限が差し迫っている！
◆限られた時間内に結論を出さなくては！
◆限られた連絡手段しかない！
など条件付きシチュエーションの中で
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アセスメントでは、 ､ ､ の３つの演習を組み合わせて実施します。
図は、演習プログラムの一例です。

オリエンテーション

演習

演習＆相互観察

グループワーク

相互観察

演習

ここでは、研修のねらいとプログラムの説明を行
います。

ここでは、部屋を２つに分け、 と を同時並
行で行います。
では、案件を２時間かけて解答して頂きます。

その間に受講者は１人ずつ別室に移動して頂き、
部下との面談に臨んで頂きます。

ここでは、５～６人程度のグループに分かれ、
与えられたテーマについて合議し、解決策を練
り、提示して頂きます。演習後、録画を観察し、
受講者からフィードバックして頂きます。

ここでは、録画を観察し、受講者 人からフィー
ドバックして頂きます。

ここでは、先に個人で行った案件処理を今度は
グループで処理します。その後、作成した発表
用資料をプレゼンテーションし、互いに質問し合
い、内容をより詰めて頂きます。

グループワーク
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【 日目】
１ オリエンテーション
◆コア人財の能力・行動特性とは
◆演習の進め方オリエンテーション

２ ＩＢ（案件処理 分）演習及びＩＳ 部下指導面談 分 演習

３ ＧＤ 問題解決討議 演習
◆ＧＤ 問題解決討議 分 演習
◆ＧＤの録画を使った振り返り －良かった点と啓発点の確認

－相互交流による気付きの促進
－ＧＤ演習評価シートの作成

４ ＩＢグループワーク
◆グループに分かれて指定案件の解決作業を進める

【２日目】
５ ＩＢグループワーク
◆解決作業（前日の続き）
◆指定案件ごとに発表と質疑
◆講師による解説
◆ＩＢ演習評価シートの作成

６ ＩＳグループワーク
◆ＩＳの録画を使った振り返り －良かった点と啓発点の確認

－相互交流による気付きの促進
－ 演習評価シートの作成

７ 自己開発プランの作成
◆強み、弱みの確定
◆講師からのポイント指導（一人ずつフィードバック面談 分）

【 日目】
１１ オリエンテーションオリエンテーション
◆コア人財の能力・行動特性◆コア人財の能力・行動特性とは
◆演習の進め方オリエンテーション◆演習の進め方オリエンテーション

２ ＩＢ（案件処理 分）演習及びＩＳ 部下指導面談 分 演習

３ ＧＤ 問題解決討議 演習
◆ＧＤ◆ＧＤ 問題解決討議問題解決討議 分分分 演習演習演習
◆ＧＤの録画を使った振り返り◆ＧＤの録画を使った振り返り◆ＧＤの録画を使った振り返り◆ＧＤの録画を使った振り返り －良かった点と啓発点の確認－良かった点と啓発点の確認

－相互交流による気付きの促進－相互交流による気付きの促進
－ＧＤ－ＧＤ演習評価演習評価シートのシートの作成作成

４ ＩＢグループワーク
◆グループに分かれて指定案件の解決作業を進める◆グループに分かれて指定案件の解決作業を進める

【２日目】
５５ ＩＢグループワークＩＢグループワーク
◆解決作業（前日の続き）◆解決作業（前日の続き）
◆指定案件ごとに発表と質疑◆指定案件ごとに発表と質疑
◆講師による解説◆講師による解説
◆ＩＢ◆ＩＢ演習評価演習評価シートのシートの作成

６ ＩＳグループワーク
◆ＩＳの録画を使った振り返り◆ＩＳの録画を使った振り返り －良かった点と啓発点の確認

－相互交流による気付きの促進－相互交流による気付きの促進
－ 演習評価演習評価シートのシートの作成作成

７７ 自己開発プランの作成自己開発プランの作成
◆強み、弱みの確定◆強み、弱みの確定
◆講師からのポイント指導（一人ずつ◆講師からのポイント指導（一人ずつフィードバック面談 分）

部下指導面談 分 演習
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アセスメントはこれまで、「選抜型」すなわち次期管理職候補の選抜を目的に行われてき
ました。しかし今は「開発型」すなわち能力開発ツールとしての活用に重きを置くことが多く
みられるようになりました。みられるようになりました。みられるようになりました。受講者ひとりひとりに目を向け、その人の成長プロセスに視野を
置いたプログラムプログラムプログラムです。コア人財の開発が、究極の目標となっています。

開発型プログラムは、受講者にとっては、自身の強みや弱みの理解そして開発に向けた
有効な情報を得ることが期待できます。また会社側にとっては、側にとっては、側にとっては、従業員の能力開発や人
材の配置・発掘・起用発掘・起用発掘・起用を効果的に進めるツールとしての活用が期待できます。

「コア人財の開発」人財の開発」が究極目標
●●●自らのマネジメント力を常にを常にを常にセルフチェックセルフチェックできる人できる人

●●●より高みを目指すモチベーションモチベーションを常に保持できる人できる人できる人
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◆

私どもがご提供する【開発型】プログラムは、私どもがご提供する【開発型】プログラムは、「受講者が自身のマネジメント能力・態度を充
分に知ることから能力開発が始まる」開発が始まる開発が始まる開発が始まる」」」という考え方に基づいています。

能力開発にあたっては、自身が開発すべき能力をまずは明確にしなければなりません。

自分自身に対する動機づけが高い人というのは、仕事の中で、今日より明日を良くしてい
こうという意気込みが強い人ということができます。そのため、ということができます。そのため、ということができます。そのため、開発型アセスメントでは、さま
ざまな能力のうち「自律性」を重視し、自ら途を切り開く人材を待望します。を切り開く人材を待望しますを切り開く人材を待望します。

マネジャーにとって必須のマネジメントに関するマネジャーにとって必須のマネジメントに関する知識知識を問う

ＩＢで問われた知識を実際の場面でＩＢで問われた知識を実際の場面で実践する力実践する力を問う

能力開発にあたっては、自身が開発すべき能力をまずは

自分自身に対する動機づけが高い人というのは、仕事の中で

そ
の
た
め
に

や
る
べ
き
こ
と

は
？

目指すマネジャー像
ターゲット①
自らの特徴を知る

ターゲット②
自らの成長戦略を決める



◆

この【開発型】プログラムでは、「フィードバック」をとても重視しています。受講者の方に十
分納得して頂くため、能力開発目標の設定からアクション・プランまで、その策定プロセス
に深く関わらせていただきます。に深く関わらせていただきます。に深く関わらせていただきます。アセスメントにおける「メイン・イベント」が、このフィードバック
だと言っても過言ではありません。

アセスメントでは、研修のスタートからフィニッシュまで、常に受講者の情報を収集していき
ます。そして目に見える情報だけでなく、ます。そして目に見える情報だけでなく、ます。そして目に見える情報だけでなく、“なぜそのような言動を取るに至ったか”まで推察
して、的確なフィードバックに結び付けます。フィードバックは、ご本人にご本人にご本人に「レポート」「レポート」「レポート」としてお
渡しするものと、、個別面談個別面談個別面談を通じて説明するものとがあります。

そ
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
動

その人の言動の
バックグラウンド
にあるもの

多角的に評価したうえで
その人の成長を見据え
強み・弱みをフィードバック

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

レ
ポ
ー
ト
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最後に、 アセスメントをご紹介します。
通常の研修型アセスメントの兄弟商品として、この商品があります。通常の研修型アセスメントの兄弟商品として、この商品があります。通常の研修型アセスメントの兄弟商品として、この商品があります。マネジャーにとって必
須のマネジメント知識を問うものです。ものです。ものです。ものです。「問題に気づく力」「課題を構造化し原因を究明す
る力」「仮説を考え解決策を練る力」を見ます。
この商品は、集合研修型とともに、お一人様単位の受講も想定しており、、メールを用いて
の在宅受講（リモート演習）も可能可能可能です。

１ オリエンテーション
◆コア人財の能力・行動特性とは
◆演習の進め方オリエンテーション

２ 演習
◆個人で案件処理を進める １２０分

３ グループワーク
◆グループで指定案件の解決作業を進める
◆指定案件ごとに発表と質疑
◆講師による解説

４ まとめ
◆問題解決能力を自己点検する（ 演習
評価シートの作成）
◆問題解決能力の伸ばし方解説

アセスメントを使った
【開発型】研修プログラム例

お一人単位の
リモート演習実施例

ご本人によるメールでのお申込み

アセスメントの演習ツール、
演習シートのご本人宛ご送付
ご送付

回答した アセスメントの
演習シートのご提出

アセスメント・レポートの
ご本人宛ご送付



　 アアセセススメメンントト・・レレポポーートト 氏名

種別

能
力
区
分

自
律
性

決
断
力

感
受
性

文
書
コ
ミ
ュ

力

計
画
・
組
織
力

事
実
関
係
把
握
力

問
題
分
析
力

判
断
力

発
想
力

診断値 33 33..55 22..55 33 33 33..55 22..55 33 33 3300..55

強み 弱
み 強み 弱み 強み 弱み

：極めて優秀 ：優秀 ：やや優秀　　 普通　　 ：やや不満足 ：不満足 ：極めて不満足

文書ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
適切な形式・文法的に正しい文章や言葉遣いを
用いて、考えや意見を文書として表現する。これ
を読み手に合わせて行う。

判断力
適切な基準に照らして現実的で妥当な判断を下
す。様々な観点から検討を加え、適正な対策を
選定する。

計画・組織力
目標や優先順位を効果的に決定し、その目標
の達成に必要な役割分担・時期・人材・資金な
どを明らかにする。

発想力
創造的な提案や解決策を立案する。ものの見
方が柔軟で従来の方法やアプローチにとらわれ
ずに革新的なアイデアを出す。

決断力
自分なりの意志をしっかり持ち、意見を躊躇せ
ずタイミングを外さず、はっきりと述べ行動する。

事実関係把握力
仕事に関連した事柄に関して適切な情報を収集
する。質問や調査等によって、そのことの事実
関係やトレンド、問題を把握する。

感受性
相手の立場や心情に関心を払い、相手につい
て自分が認識していることを明らかにする。その
時、気を配り、思いやりを示す。

問題分析力
重大な情報を見極め、目的的に関連データを収
集し、整理・分析する。そして真因を突き止め、
問題を構造的に把握する。

合
計

ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
･
ｺ

ﾝ
ﾄ
ﾛｰ

ﾙ

◆◆ああななたたののププロロフフィィーールル

自律性
他者に気に入られようとするよりは、自分の信
念と価値観に基づいて主体的に行動する。リー
ダーとして気概を示す。

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｺﾝﾄﾛｰﾙ
自分の職務や責任、メンバーの仕事・手順・活
動・結果を監督・統制するための方法を確立し
実施する。

能力区分 定　　　義 能力区分

◆◆能能力力のの定定義義

定　　　義

33..55

強み

個人特性ほか 業務管理能力 問題解決能力

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
自律性

決断力

感受性

文書   力

計画・組織力

           

   

事実関係把握

力

問題分析力

判断力

発想力

マネジメント適性は及第点である。

（あなたの強み） 自己の見解を素早くまとめあげ、相手に

対し結論を明快に提示していける。その際、浅薄な理解のま

ま即断するのではなく、様々な情報を取りに行き、納得いく結

論を出そうとしていた。情報に対する感度は良く、事細かにリ

サーチし、案件間の関係性にも言及できていた。また、日頃

の慎重さ・確実さが良い面に発揮され、報告・連絡などの確

認作業を逐次取りながら進めた。

（改善が求められる能力） 比較的易しい案件の処理なら出

来は確実であったが、難しい問題になると処理の出来は今一

歩であった。何が本質的な課題なのか、その真因の見極め

は曖昧にとどまった。また、管理者としての信頼感や存在感

を十全には醸し出せていない。相手との関係を良好に保つ対

人配慮も足りない。優先度を考慮した処理の跡も無かった。

（能力開発の方向性として） 問題分析力の底上げを図ると

ともに、部下から信頼されるマネジャーとは、を意識されたい。

自信や熱意をもっと前面に出したい。

アセスメント研修（Ｉ 演習＋
演習＋ 演習）

で受講者に研修後渡される
フィードバック・レポートです。

～ の能力を使い、
マネジメント能力の「実践力」
を明らかにしていきます。

ＩＢアセスメントで使われる
フィードバック・レポートです。

の能力を使い、
マネジメントに関する知識の

「充足度」
を明らかにしていきます。



冊子をご参照いただき、誠にありがとうございます。

私どもは、会社さまの発展と従業員さまの成長を目指し、

人事制度づくり・能力開発研修をさせていただいております。

この冊子でご紹介しました「アセスメント商品」の特徴をご理解いただき、
ぜひ導入をご検討いただけば嬉しく存じます。
お問い合わせ・お申込みは下記まで、お待ちしております。

また、ホームページを開設しています。ぜひ、ご覧ください。

アアセセススメメンントト受受講講料料金金表表 （（注注））２２００２２２２年年（（令令和和４４年年））２２月月現現在在

受講料
アアセセススメメンントト研研修修（（ ＋＋ ＋＋ ））２２日日間間

受受講講者者  55名名ままでで    ３３５５万万円円

受受講講者者 1100名名ままでで    ７７００万万円円

受受講講者者 1155名名ままでで  １１００５５万万円円  
※※講講師師のの数数はは、、受受講講者者のの人人数数でで決決ままりりまますす

  

（（注注））講講師師・・事事務務局局のの交交通通

費費・・宿宿泊泊費費等等はは、、別別途途  

必必要要ととななりりまますす。。  

（（注注））レレポポーートト代代をを含含むむ。。  

（（注注））受受講講者者１１５５名名のの場場合合、、

講講師師３３人人がが当当たたりりまますす

受講料
（（案案件件処処理理））アアセセススメメンントト

11名名 1155,,000000円円

  

（（注注））ごご自自宅宅でで受受けけるるここととががでで

ききるる商商品品でですす。。  

メメーールルででののややりり取取りりととななりり

まますす。。

受講料
（（案案件件処処理理））アアセセススメメンントト研研修修 日日

受受講講者者 2200名名ままでで  １１００万万円円
※※レレポポーートト代代はは、、11名名ににつつきき別別途途 1155,,000000円円

  

（（注注））講講師師・・事事務務局局のの交交通通

費費・・宿宿泊泊費費等等はは、、別別途途  

必必要要ととななりりまますす。。



ＴＫ人財研究所
〒

千葉県浦安市東野２－４－１４－１１３

メールアドレス

江原多加史社労士事務所
〒

東京都町田市忠生３－１７－１１－２０５

メールアドレス


